
通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

１
７０

Ａ
１

嘉永５年
（１８５２年）・子

御大名様方国所書抜帳
但　郡数国高御大名恩銘々高付共

○金谷駅　平井藤兵衛長富
●記載なし

山城８郡高２２万６０７０石、大名数１　稲葉長門守高１０２０００石をはじめと
して、各国ごとに書き抜く。因みに「遠江」１４郡は高２８万石、大名数４頭、
浜松：井上河内守、掛川：太田摂津守、横須賀：西尾隠岐守、相良：田沼
玄蕃守。次に「駿河」７郡は高１７万２２００石、大名数３頭、沼津：水野出羽
守、田中：本多豊前守、小嶋：松平丹後守、とある。

紙数３４枚、
内白紙５枚

原
本

横
半
帳

1 上１０８

２
１１

Ａ
２

文化１４年３月
（１８１７年）

当丑年五人組書上帳
○金谷宿：平井藤兵衛
●中泉御役所

宿中で守るべき心構えを５０数条にわたり書上げる。その後半部には縁談
に関して、婚礼祝儀、仲人の引物送り、安産喜びの状など例文を記載する

丁数３３枚
原
本

横
半

1 上１０８

３
２

Ａ
２

慶應４年正月
（１８６８年）・辰

（太政官布告　写し）
○太政官　（奥書県令：田上寛蔵）
●記載なし

「五榜の掲示」の写しの外に、大政奉還の際の布告文、即ち徳川慶喜が天
下の形勢を鑑みて大政を奉還するが、安心して家業に専念するように、な
ど。

原
本

状 1 上１０８

４　　　　１
Ａ
３

元治元年１１月
（１８６４年）・子

常洲筑波山浪士軍記并ニ

甲州道中廻文之写
○記載なし
●記載なし

筑波山事件の写し、水戸藩が尊王攘夷を決行しようと筑波山に兵を挙げ
た事件（天狗党の乱）。武田耕雲斎がその指揮者。諏訪藩から早便にて注
進あり、田沼大目付も甲府に入り小田原藩など諸藩の連合軍に敗れる。

丁数１４枚
原
本

竪
帳

1 上１０８

５
外１２８

Ｃ
１

文久元年１２月
（１８６１年）･寅

当酉御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

１　高２斗１升８合、この取米２升４合、外に２升出目口米あり、納合計２升６
合、２、外に入用が金１分、永３３文４分、結局、差引１朱２３文７分、この銭
７５文。

原
本

状 1 上１０８

６　　　外
１２６

Ｃ
１

文久元年１２月
（１８６１年）･寅

当酉御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

１　高２斗１升８合、この取米２升４合、外に２升出目口米あり、納合計２升６
合、２、外に入用が金朱・永３５文６分、結局、差引１朱２１文７分、この銭５４
０文。

原
本

状 1 上１０８

７
外１１７

Ｃ
１

文久２年１２月
（１８６２年）・戌

当戌御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

１　高２斗１升８合、この取米２升４合、外に２升出目あり、納合計２升６合、
この代永６６文７分、２　入用　金２朱・永５文８分、計金３朱、永１０文、この
銭６３文。皆済。

原
本

状 1 上１０８

８
外１０５

Ｃ
１

（文久２年）１２月
（１８６２年）・戌

当戌御年貢割付
○金谷町
●本町:藤兵衛

高２斗１升８合、この取米２升４合、外に出目米あり、納合２升６合、これから
差引され、２５日皆済。

原
本

状 1 上１０８

９
外１１９

Ｃ
１

文久３年１２月
（１８６３年）・亥

当亥御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

１、新畑高２斗１升８合、これに出目口米が加わり、納合２升６合、この過米
分あり、差引、代永２０文６分、２、入用２朱と永６０文３分、２－１＝２朱・永３
９文７分。以上皆済。

原
本

状 1 上１０８

１０
外１１１

Ｃ
１

（文久３年）１２月
（１８６３年）・亥

当亥御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

１、高２斗２升８合、この取米２升４合、これに出目口米が加わり、納合２升６
合、これは皆御蔵入り、２、入用　永４１文６分、この銭２６０文、以上皆済。

原
本

状 1 上１０８

１１
外８３

Ｃ
１

元治元年１２月
（１８６４年）・子

当子御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高（新畑）２斗１升８合、この取米２升４合、外に出目あり、納合２升６合、そ
の外、差引金２朱･永４０文１分、２９日に皆済。

原
本

状 1 上１０８

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

　　　　地区番号：９　地区名：金谷町 平井家文書目録

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

１２
外４１

Ｃ
１

（元治元年）１２月
（１８６４年）・子

当子御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升５合、この取米２升４合、外に出目米あり、納合２升６合皆済。
原
本

状 1 上１０８

１３
外１０２

Ｃ
１

（元治元年）１２月
（１８６４年）・子

当子御年貢割付
○金谷町
●本町:藤兵衛

高２斗１升８合、この取米２升４合、外に出目米あり、納合２升６合、これより
差引されるもの地荒れ分等がある。

原
本

状 1 上１０８

１４
外７６

Ｃ
１

（慶応元年）１２月
（１８６５年）・丑

当丑御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、この取米と出目米で納合２升６合、入用として金２朱・永１１
４文８分、差引金３朱･永４文４分、２９日皆済。

原
本

状 1 上１０８

１５
外４０

Ｃ
１

慶応元年１２月
（１８６５年）・丑

当丑御年貢割付
○金谷町
●本町:藤兵衛

高２斗１升８合、この年貢２升４合、出目２合、納合２升６合　皆済。
原
本

状 1 上１０８

１６
外７２

Ｃ
１

慶応３年７月
（１８６７年）・卯

寅御年貢追割付
○金谷町
●藤兵衛

高２斗１升８合、永２６文６分、以上皆済。
原
本

状 1 上１０８

１７
外３４

Ｃ
１

（慶応３年）１２月
（１８６７年）・卯

当卯御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、この納合２升６合、外に１５９文、以上皆済。
原
本

状 1 上１０８

１８
外１２４

Ｃ
１

（慶応３年）１２月
（１８６７年）・卯

当卯御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、この取米２升４合、出目米２合、納合：２升６合、蔵入３升、
過米４合、代５文７分、見込み入用　永５４文５分、残り永４８文９分、皆済。

原
本

状 1 上１０８

１９
外４５

Ｃ
１

（慶応４年）４月
（１８６８年）・辰

卯御年貢追割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合　この永４２文３分、以上皆済。
原
本

状 1 上１０８

２０
外１３１

Ｃ
１

（明治元年）１２月
（１８６８年）・辰

当辰御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、この取米２升４合、外に出目口米あり、納合２升６合、地子
引３升４合８勺６才、過米８合８勺６才、この代永７６文４分、金１分２朱・永９
文８分入用、差引金１分・永５８文４分、この銭６２４文皆済。

原
本

状 1 上１０８

２１
外４２

Ｃ
１

（明治元年）１２月
（１８６８年）・辰

当辰御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、この年貢２升４合、外に出目米２合あり、納合２升６合、その
外差引あり、結局永７５文４分　皆済。

原
本

状 1 上１０８

２２
外１０７

Ｃ
１

明治２年１２月晦日
（１８６９年）

当巳御年貢割付
○金谷町
●本町：藤一郎

高２斗１升８合（新畑荒地引き）、この入用金１分・永２０１文８分、この銭２貫
７５文、とある。以上皆済。

原
本

状 1 上１０８

２３
外９３

Ｃ
１

（明治２年）１２月
（１８６９年）・巳

当巳御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、この納入２升４合（新田）、外に出目口米あり、納合２升６
合、外に入用が永７４文８分、結局差引、永１分　以上、２５日皆済。

原
本

状 1 上１０８

２４
外５９

Ｃ
１

明治３年１２月２０日
（１８７０年）・午

覚
○金谷町
●本町：藤兵衛

金永１貫２７文３分、この銭１３貫９１文、外に、日掛け銭あり、差引、銭６貫６
０５文、以上　当午年貢皆済。

原
本

状 1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

２５
外４７

Ｃ
１

明治３年１２月
（１８７０年）・午

当午御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、この入用金１分・永１８５文９分、２９日皆済。
原
本

状 1 上１０８

２６
外３７

Ｃ
１

（明治４年）８月
（１８７１年）・未

卯追取立割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、永３４文（この銭２３２文）、皆済。
原
本

状 1 上１０８

２７
外１１２

Ｃ
１

（明治４年）１２月
（１８７１年）・未

当未御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

①高（新畑）２斗６升８合、この納入２升４合、外に出目口米が加わり、納合
２升６合（但し、地子引きあり過米となる）。②入用：永３６文、これより過米分
を差引き、銭１５８文を納入、２６日皆済。

原
本

状 1 上１０８

２８
外４４

Ｃ
１

明治４年１２月
（１８７１年）・未

未御年貢
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗４升、それに出目米など加わり、この納合４升６合（代永２０５文）、入
用：永６２９文４分、反別２反１０歩の土地の永２３３文４分、永の計１貫６７文
８分、これを皆済。

原
本

状 1 上１０８

２９
外２５

Ｃ
１

明治４年
（１８７１年）

当未御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、この有高２升、この納入４合（代永１４文２分）、それに金１
分・永１７８文２分、金計１分・永１９３文。

原
本

状 1 上１０８

３０
外４８

Ｃ
１

明治５年７月
（１８７２年）・申

未御年貢追取立割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、この永５３文６分、この銭３４７文、２８日皆済。
原
本

状 1 上１０８

３１
外１０４

Ｃ
１

（明治５年）１２月
（１８７２年）・申

当申御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

①高（新畑）２斗６升８合、この納入２升４合、外に出目口米が加わり、納合
２升６合但し、地子の引分あり、これを差引くと８合８勺６才の過米となる。②
入用が永３３文４分。よって②－①＝永２２文６分、これ２７日に皆済。

原
本

状 1 上１０８

３２
外４６

Ｃ
１

（明治５年）１２月
（１８７２年）・申

当申御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高３斗１升８合、この中より年貢・出目ともに納合２升６合、外に、入用とし
て、金１朱・永３５文６分、以上皆済。

原
本

状 1 上１０８

３３
外１０３

Ｃ
１

明治５年
（１８７２年）・壬

申御年貢割付
○金谷町
●本町：藤一郎

高４斗５升、この有高２斗６升、この納入４升７合、外に出目米が加わり、納
合５升１合、その他山役等がある（銭納）。

原
本

状 1 上１０８

３４
外９２

Ｃ
１

（明治６年）１２月
（１８７３年）・酉

御年貢未進
○金谷町
●本町：藤兵衛

永８０文９分、この銭５０２文、これは申年の未進分、これ慥に受取る。
原
本

状 1 上１０８

３５
外８２

Ｃ
１

（明治６年）
（１８７３年）・酉

当酉御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、納入は出目米もあわせて２升６合、外に、入用、永３７文５
分。２６日皆済。

原
本

状 1 上１０８

３６
外１２０

Ｃ
１

記載なし　１２月
・寅

当寅御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、出目米も加わり納合２升６合、入用見込：永４３文６分、差
引残り永３８文３分、この銭２４５文皆済。

原
本

状 1 上１０８

３７
外１１８

Ｃ
１

記載なし　１２月
・卯

当卯御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、納入は出目米も加わり納合２升６合、入用：１分・永７７文、
永４３文、差引　金１分・永２５文５分、この銭２４１文の皆済。

原
本

状 1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号
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上原本
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標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
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数
量

撮
影

３８
外１１３

Ｃ
１

記載なし　１２月２９日
・辰

当辰御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

①原畑：高２斗６升８合、この納入２升４合、外に出目口米が加わり、納合２
升６合、これより地子引き分あり、納合が過米となる。②入用：永３１文、これ
より過米分を差引き、永１８文、これを銭に直し１１７文、以上２９日皆済。

原
本

状 1 上１０８

３９
外１２２

Ｃ
１

記載なし　１２月
・巳

当巳御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合、この納入２升４合（新田）、外に出目口米あり、納合２升６
合、外に入用が永４０文５分、残り２５文１分　この銭１６１文を皆済。

原
本

状 1 上１０８

４０
外１２７

Ｃ
１

記載なし　１２月 当午御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合（新畑）、この納入：２升４合、これに出目米など加わり納合２
升６合、入用：永３９文８分、残り永２８文２分、この銭１８０文、以上皆済。

原
本

状 1 上１０８

４１
外１２３

Ｃ
１

記載なし　１２月２６日
・未

当未御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

①高２斗１升８合、この取米２升４合、これに出目米を加え、納合２升６合、
②入用：７６文３分、差引：永５７文４分、この銭３８７文皆済。

原
本

状 1 上１０８

４２
外１０１

Ｃ
１

記載なし　１２月
・酉

当酉御年貢割付
○金谷町
●本町：藤兵衛

高２斗１升８合（本畑）、この取米５升５合、外に出目米分あり、納合６升。入
用：永３９文５分。

原
本

状 1 上１０８

４３
４

Ｃ
１

記載なし
天保度

遠江国郷村高凡之覚
○記載なし
●記載なし

天保年間、榛原郡以下１１ヶ郡の石高合３６万９千５００石余、とある。
原
本

状 1 上１０８

４４
５

Ｃ
１

記載なし 乍恐以書付奉願上候
○記載なし
●記載なし

定免願書の雛形。高何拾何石、何州何郡何々宿の表記がある。年号は天
保３年辰まで、何拾ヶ年、とある。

原
本

折
本

1 上１０８

４５
６

Ｄ
２

文政６年７月
（１８２３年）・未

八ヶ村御役人名前扣帳
○記載なし
●記載なし

細嶋村名主：孫左衛門・市郎左衛門、源助村名主：清右衛門・吉太夫、上
泉村名主：善三郎・七右衛門、相川村名主：弥右衛門、西嶋村名主：六兵
衛、中嶋村名主：庄右衛門、飯淵村名主：五郎左衛門、飯淵新田村名主：
善右衛門（組頭省略）。

原
本

横
帳

1 上１０８

４６
４５

Ｄ
２

万延元年９月
（１８６０年）・庚申

宿代記録留
○平井藤兵衛長富
●記載なし

長富は安政６年より宿の代表者として祭礼等を指揮した。万延元年に作平
等３人が宿代となり、お宮の掃除等の指揮にあたった。辰・巳・午・未年の
当番として２８軒の内７軒ずつを割当て祭典の準備にあてた。

丁数１６枚、
内１２枚白
紙。

原
本

横
半

1 上１０８

４７
３

Ｄ
２

記載なし　２月１４日 覚
○御前崎二ッ家組与頭：沢入専三郎
●金谷宿御　分役人中

浜松県の書付１通、確かに受取る、とする覚書。
原
本

状 1 上１０８

４８
９

Ｄ
２

記載なし 覚
○記載なし
●記載なし

細島村・源助村・上泉村・相川村・西嶋村・中嶋村・飯淵村・飯淵新田村の
各名主・組頭・百姓代の名前を列挙する（文章後欠）。

原
本

状 1 上１０８

４９
２０

Ｄ
３

記載なし
・卯

卯暮諸勘定調帳
○（平井藤兵衛（表紙）
●記載なし

借込口として２月～１０月まで１４口、〆５８２貫文、村入用口として（２月～１
０月）６口、〆４９５貫５００文、等、諸勘定の覚として記されている。

原
本

横
帳

1 上１０８

５０
７

Ｄ
３

記載なし　７月１３日
・未

覚
（役人接待費の覚書）

○庄五郎
●御役人中

未正月２７日より７月朔日に至る諸役役人の接待にかかる費用明細を記
載。外に、９月２８日御支配様出役の節の接待費内訳の覚書あり。

原
本

状 1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

５１
１３

Ｆ
１

嘉永６年４月晦日
（１８５３年）・寅

覚
○借主：弥右衛門、證人：十蔵・親類：留八
●米屋：藤兵衛

土蔵代金の内、書面の２両を借用したことに相違なし。本書次第残金をお
願い、とある。

原
本

状 1 上１０８

５２
１２

Ｆ
１

弘化３年５月
（１８４６年）・午

借用申金子證文之事
○借主：儀一、證人：喜七
●藤兵衛

金５両を借用する。返済期日は１２月、元利ともに必ず返済することを約
す。

原
本

状 1 上１０８

５３
外２４

Ｆ
１

文久元年３月
（１８６１年）・酉

借用申金子證文之事
○金谷宿借主：清七、同所證人：藤兵衛
●記載なし

金３両借用する。商売仕入金に差支えたため。返済期日は９月。元利共に
急度返済することを約す。

包紙あり
原
本

状 1 上１０８

５４
外１０８

Ｆ
１

明治２年５月
（１８６９年）・巳

借用申一札之事
○平五郎
●平井藤兵衛

金１両、これはやむなく入用に付き借用。返済は来る８月までとする。
原
本

状 1 上１０８

５５
外１１０

Ｆ
１

明治３年１０月
（１８７０年）・午

借用證文一札之事
○借主：平五郎
●平井藤兵衛

寅年の４月に借用した金子１両、都合悪く返済を延引、金子出来次第、元
利共に返済を約す。そのための證文書き換え。

原
本

状 1 上１０８

５６
１６

Ｆ
２

記載なし　１０月晦日
・子

覚
○売主：小市、證人：惣吉、口入：善兵衛
●本町：米屋藤兵衛

米８俵の代金８両を前金にて借用する。米出後１１月２０日までに必ず返
す、とする借用書。

原
本

状 1 上１０８

５７
１７

Ｆ
２

記載なし　５月
・辰

借用申金子之事
○借主：河右衛門、證人：藤兵衛
●記載なし

金１両、これは入用に付き借用。返金は来る７月１３日までとする、とする借
用書。

原
本

状 1 上１０８

５８
１８

Ｆ
２

記載なし　７月晦日
・午

覚
○相良福岡町：八木権六
●金谷宿米屋：藤兵衛

金７両を借用する。　　その他使途・返済期日・担保等の記述なし。
原
本

状 1 上１０８

５９
２２

Ｇ
１

享和３年４月
（１８０３年）・癸亥

大井川御順越被仰渡御請
書写

○平井藤市
●道中奉行（中泉御役所）

大井川の川留で宿に逗留した大名一同は川明けともなると揃って越し立て
を争い、ために混雑を極める。この混雑を避けるため享保初年の触書通
り、参勤交代の大名は一日３組ずつの越立てとする。川役人が事前に宿泊
の心得を守らせる等、道中奉行と相談すべきである。

丁数８枚
原
本

横
半

1 上１０８

６０
２３

Ｇ
１

文化１３年５月
（１８１６年）・子

道の記
○遠州金谷駅　青柳舎（裏表紙）
●記載なし

記述の一例を挙げれば、①秋葉山参詣を思い立ち旅に出る。その道中の
エピソードを記す。②文化１３年大洪水の様子。③助郷村高一覧、④大井
川渡川賃銭、⑤日用品の購入代金など、色々書き記されている。

丁数３２枚
原
本

横
半

1 上１０８

６１
２５

Ｇ
１

文政１３年正月
（１８３０年）・寅

御大名様方御渡川扣帳
○記載なし
●記載なし

①オランダ人及び各大名の渡川（上り下り）に関わる費用等の扣帳。②オラ
ンダ人御下り（寅２月２８日日坂～府中）、金６朱（弥兵衛外２名）・銭４００文
（弥四郎外１名・金６００文（御宿）、外１０大名に関する扣あり。

丁数１６枚
原
本

横
半

1 ○
上１０８
下９０

６２
２６

Ｇ
１

天保３年５月
（１８３２年）・辰

尾州様御状箱組合宿々御
継刻覚

○（平井藤平（表紙）
●記載なし

尾州様御状箱の搬送に関する覚、舞阪宿～丸子宿までの道法・所用時間
が記されている。因みに舞阪宿から金谷宿間は道法１４里余とある。色々
符号を使って記している。

丁数１４枚
原
本

横
帳

1 上１０８

６３
７５

Ｇ
１

天保３年６月
（１８３２年）・壬辰

諸用手控
平井藤市

○平井藤兵衛長富（裏表紙）
●御役所

金谷宿の経済状況（石高・宿立人足等）を役所に報告した控、また大井川
御高札写・御触書御請書共写（定）・金谷宿助郷の記述がある。

丁数２４枚
原
本

横
半

1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

６４
２７

Ｇ
１

天保４年２月１９日
（１８３３年）癸巳

御請奉差上一札
○金谷宿御定宿米屋藤兵衛　金谷御本陣河村八
郎左衛門
●記載なし

当金谷宿を定宿として頂くことの感謝を示す。そして、御用通行・御家中・
飛脚にいたるまで支障の無いように勤めることを約している。

原
本

状 1 上１０８

６５
２８

Ｇ
１

天保４年２月
（１８３３年）巳

東本願寺様宿々御定宿控
○記載なし
●記載なし

東本願寺の者が下向されるときの東海道宿の定宿一覧を示す（草津～品
川）、因みに金谷宿は米屋藤兵衛、嶋田宿は紀伊国屋藤兵衛とある。

丁数５枚
原
本

横
半

1 上１０８

６６
６５

Ｇ
１

天保４年２月
（１８３３年）・癸辰

東六条御殿御定宿被仰付
候記録書帳

○平井藤兵衛長富
●記載なし

天保４年から安政３年までの１３年間に平井藤兵衛旅籠に宿泊した東本願
寺様－六条御殿様など上流階級の者の宿泊に関わる事項が記載されて
いる。本陣前に掲げる提灯が図式で示され、その紋も提灯に描くように示
されている。川支えの混乱を避ける工夫ともいえようか。

丁数１２枚
原
本

横
半

1 上１０８

６７
２９

Ｇ
１

天保４年７月
（１８３３年）・巳

東御門跡様宿々御定宿扣
帳

○金谷宿：平井藤兵衛
●なし

廻状として、大津宿丸谷金六から出る。草津より品川宿まで順達する。内
容は、東本願寺の門跡の御定の本陣や御定宿のことを詳細に記載。

丁数８枚
原
本

横
帳

1 上１０８

６８
３０

Ｇ
１

天保１１年３月１１日
（１８４０年）・子

（薩州様御渡川控並御女
中様共琉球人共）

○（平井藤兵衛）
●記載なし

薩摩藩・その御女中及び琉球人の渡川のための費用等、天保１１年３月１
１日からはじめ、明治２年１２月１２月鹿児島藩知事までを記載。因みに、天
保１１年３月１１日の薩摩藩、御女中では、川越し９２人、御連札５６２枚半、
代５３貫９０６文。また明治２年１２月鹿児島藩知事の場合は金２０００疋、御
連札３００枚とある。

丁数８６
原
本

横
半

1 上１０８

６９
３２

Ｇ
１

弘化４年５月
（１８４７年）・未

河原町より宿方へ相掛り候
出入一件内済規定為取替
書写

○金谷宿本町：平井藤兵衛
●記載なし

・私事問屋場帳付を３２年間勤めて来たが、病身の為当暮までに退役した
いという事。・往還の人馬不足による紛争の済口證文３通。・お触書の写
し。・大井川の高札の写し。・金谷宿付助郷村数５３ヶ村の勤め高１２２１２
石の村別明細等、種々記載。

丁数４３枚
原
本

横
半

1 上１０８

７０
３３

Ｇ
１

弘化５年３月
（１８４８年）・申

御大名様方御渡川控帳
○（平井藤兵衛）
●記載なし

唐津藩小笠原佐渡守を始め各大名の上り下りの渡川に関わる費用等を記
載。例：申年唐津藩小笠原佐渡守御上り、金１００疋、４月５日備前様御下
り（見附～藤枝）金５００疋、外に、松平石見守様下り、保科能登守様御下
り、内藤丹波守様御下り等のものもある。

丁数２４枚
原
本

横
半

1 上１０８

７１
３４

Ｇ
１

弘化５年３月
（１８４８年）・申年

三州大樹寺江御名代　上
州沼田御城主土岐美濃守
様御渡川控

○平井藤兵衛
●なし

上州沼田御城主土岐美濃守が名代として三州大樹寺への上りの際の渡
川の明細である。島田宿置塩本陣支払い酒１分、金谷宿柏屋本陣２両２分
２朱、御前川越し２４人、御朱印立揚４枚、計川札１００枚、御遣札２８０６枚
この金額４２両３分２朱。なお下りの記録もある。

丁数８枚
原
本

横
半

1 上１０８

７２
外５１

Ｇ
１

嘉永３年
（１８５０年）・庚戌

連友講旅行定宿記
○伊勢講元世話人
●記載なし

外宮・内宮朝熊二見道にはじまり、伊奈街道大嶋并元善光寺より秋葉山道
まで、各街道の定宿が記載される。金谷宿は米屋藤兵衛が名前を連ねて
いる。

サイズ：１６
×よこ８ｃｍ

原
本

横
帳

1 上１０８

７３
４１

Ｇ
１

安政２年正月
（１８５５年）・卯

大井川肝煎扣帳
藤兵衛扣

○記載なし
●記載なし

備中足守　木下備中守（３月２７日）、膳所　本多隠岐守（９月１０日）、柿川
様（１１月）、これらの上り・下りの際の泊・休や川越しに要した金銭を覚書に
したもの。

原
本

横
半

1 上１０８

７４
４２

Ｇ
１

安政３年５月
（１８５６年）・辰

御大名様方大井川御渡川
向扣　　平井藤兵衛

○記載なし
●記載なし

三州松平兵部（５月１８日）、間部下総守（５月１８日）、奥州福嶋板倉内膳
正（７月１９日）など９月１８日までの宿泊・休み、川越しに関する賃銭細目を
記載する。

丁数１７
原
本

横
半

1 上１０８

７５
４３

Ｇ
１

安政３年８月
（１８５６年）・辰年

御尋ニ付乍恐以書付奉申
上候

○金谷宿御用達御定宿：米屋藤兵衛
●六条御殿様御内　佐治平蔵・豊田民蔵

六条郷の定宿調べに対する回答書、天保４年２月。大井川川留の節、知
恩院外諸家の逗留で大混雑。そこへ六条様がこられた。これに西照寺を
宿会として接待した。その内勅使の先触れあり。やむなく色々手配の上掛
川へ逗留することとした。

原
本

状 1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

７６
４４

Ｇ
１

安政６年正月
（１８５９年）・己未

諸家様方大井川御渡川向
控

○記載なし
●記載なし

・未正月１５日京都御名代姫路様御登り、・未正月１７日大坂城代御寄帰
府　土屋数之助様・奥様一行の御下り、など、一つ一つ「覚」として、道中
上り下りする諸家家中の者の休み・泊りに関する費用等を書上げる。その
「覚」計は１１点。

丁数１７枚
原
本

横
半

1 上１０８

７７
外１９

Ｇ
１

安政６年６月
（１８５９年）・未

心得方箇条覚　六条御殿
御道中方

○六条御殿御道中方
●記載なし

心得方箇条覚が１３ヶ条にわたり記載される。例：・道中御用達御定宿の取
締が改正された、御定宿不都合の場合は大津取締所に申し出ること。・荷
物の扱い駄賃の件、人馬・駕籠すべて先触れに従い、間違いのないように
せよ。これは８月１４日から１６日まで大井川川支えで御滞留の宗善寺様持
参の定書を写したもの。

丁数５枚
原
本

竪
帳

1 上１０８

７８
４６

Ｇ
１

万延２年２月
（１８６１年）・酉

組合宿々参会議定書写

○金谷宿：平井藤兵衛長富　　組合宿々取締見
附宿問屋：古田平八、丸子・岡部・藤枝登り下り、
島田・日坂・掛川・袋井・見附・浜松・舞坂・金谷
●記載なし

文政年間に街道道中の取極めがあり、安政年に入りその改革も行われた
が、近年取締も緩み、継ぎ立てにも関わることなので、１３宿が参会して申
し合わせた議定書。

丁数２７枚
原
本

竪
帳

1 ○
上１０８
下９０

７９
４７

Ｇ
１

文久２年１１月
（１８６２年）・戌

乍恐以書付奉願上候
○金谷宿御出入り：米屋藤兵衛
●村岡様御役人中

従来より御屋形様御家中の定宿、御渡御用を勤めて来た。この度裃を拝
領して当山祭礼・神輿渡御に着用してきたが、古くなり着用も出来難くなっ
たので新た拝領を願いたい、というもの。

原
本

状 1 上１０８

８０
６７

Ｇ
１

慶応２年１０月１６日
（１８６６年）・丙寅

信州小諸牧野遠江守様大
井川御渡川扣

○金谷宿：平井藤兵衛
●記載なし

信州小諸の牧野遠江守様が大井川を渡る際に支払った川越し賃銭の控
である。当年１８６６年は３割増しで川越賃が１０８文であった。川札合計８０
９枚半を使用して川越しをしている。

丁数３２枚
原
本

横
半

1 上１０８

８１
４９

Ｇ
１

慶応２年１０月２５日
（１８６６年）・丙寅

信州飯山本多伊勢守様大
井川渡川扣

○金谷宿：平井藤兵衛
●記載なし

信州飯山の本多伊勢守が大井川渡川の際の料金の覚書控である。本陣
の河村八郎左衛門・佐塚家、嶋田の村松九郎次等が連携を取りつつ川越
に支障がないようはかっている様子が記載される。川札７４１枚と外１３８枚
を使用している。

丁数３枚
原
本

横
半

1 上１０８

８２
６６

Ｇ
１

（慶応２年）
（１８６６年）

上総多古松平大蔵少輔様
大井川御渡川扣
金谷宿平井藤兵衛

○記載なし
●記載なし

慶応２年１０月２４日、上総国多古　松平大蔵少輔が京の二条御定番廃止
にて本国に帰途につく。その途中のこと、この時大井川は３割増しの川越
賃銭１１８文とある。本文書はその金谷宿での支払いの一覧である。奥方
共に総計金２両２分２朱と８００文、外に、出張不在の者へも計３文、銭２００
文を与える。

丁数３枚
原
本

横
半

1 上１０８

８３
外２２

Ｇ
１

明治元年１２月１１日
（１８６８年）・辰

御継立人足書上帳
○金谷宿御伝馬所問屋：六郎右衛門・年寄：弥八
郎　●駅逓御役所

金谷宿より日坂宿までの継立明細書。三位局外１４人の継立高人足３４５
人、とある。

丁数５枚
原
本

竪
帳

1
上１０８
下９０

８４
５０

Ｇ
１

明治２年９月
（１８６９年）・巳

万得記録
東金谷駅：平井藤一郎

○記載なし
●記載なし

嶋田御役所詰、各駅々詰（沼津j～藤川）、金谷宿附属の村々１２９ヶ村、
脇道継 元賃銭（本馬・軽尻・人足　１里に付き）の記載あり。あとは雑記帳
風に使用している。

丁数１７枚
原
本

横
半

1 上１０８

８５
５１

Ｇ
１

明治３年
（１８７０年）・庚午

諸求留
○金谷駅：平井藤一郎
●記載なし

明治３年の金谷駅を中心とした賃銭の基本料金が詳細に記載される。また
新政府になった当時の東海道の各駅間の基本料金も記載。品川から京都
までの料金jが記されている。太政官の定も記載。

丁数２６枚
原
本

横
半

1 上１０８

８６
外９０

Ｇ
１

記載なし　４月
当巳正月より４月迄の分御
扶持米并御給金渡帳

○記載なし
●記載なし

上り飛脚番　周蔵外４名に米７俵半、下り飛脚番　幸助外２名に米４俵半の
外に、伝馬従事者への扶持米・給金渡しの控。

丁数４枚
原
本

横
帳

1 上108

８７
５８

Ｇ
１

記載なし　１１月１４日 （出役遅参の断り）
○平井藤一郎
●川会所：石沢庄作

職業の都合で出役が遅れる。用事が済むまで出勤できないことを伝える。
原
本

状 1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

８８
６８

Ｇ
１

記載なし　１１月 （宿泊者よりの下賜金覚）
○記載なし（宿泊者）
●記載なし（米藤旅籠屋）

米屋藤兵衛旅籠に泊った主な人達の下賜金の覚書である。三州内藤山
城守、薩摩藩、琉球人などの名前がある。（断簡）

表紙欠
丁数２枚

原
本

横
半

1 上１０８

８９
５９

Ｇ
１

記載なし
覚

（宿諸入用）
○記載なし
●記載なし

宿高；金５９１両・永１１２文５分、旅籠５軒分の貸渡金等の諸入用を覚とし
て記録している。

原
本

状 1 上１０８

９０
６０

Ｇ
１

記載なし
（中山宿外６ヶ宿定宿の

覚）
○記載なし
●記載なし

中山・日坂・掛川・袋井・見附・浜松・新所原の各宿の定宿名を記載する。
原
本

状 1 上１０８

９１
３１

Ｇ
２

天保１３年正月
（１８４２年）・寅

当寅年助郷賄人馬共宿請
賄之訳扣帳

○（平井藤兵衛）
●記載なし

当寅年助郷勤高６０３９石、　高１９３３石ー倉沢村外１３ヶ村の分（但し高１
００石に付き人馬共金１３両）、この金３０９両１分３０文。　遠村４０ヶ村の分
＝高４１０６石（但し高１００石に付き人馬共金１７両宛）、合計金１００７両１
分・永５０文、助郷馬賄：子年より振分け分２２４両１分・永５６文５分、人足
請金７８２両３分・永２４３文５分、残り７５２両３分・永２４３文。

丁数５枚
原
本

横
半

1 上１０８

９２
６４

Ｇ
２

記載なし 亥年勤　助郷高付　帳
○記載なし
●記載なし

助郷村５６ヶ村（榛原・小笠郡を含む）の助郷高を上げ、その惣高６１８４石
（７５石と左脇に小さく記載）とある。外に、亥２月２０日、肥州様本陣、大野
金右衛門、松本清右衛門が牧之原で馬がはねて落馬、この時の出費を記
載する。

丁数６枚
原
本

横
帳

1 上１０８

９３
２１

Ｇ
３

寛政３年８月１４日
（１７９１年）・亥

（内藤大和守様よりの下賜
金）

○記載なし
●記載なし

大坂御加番帰りの節、内藤大和守様よりの下賜金扣。本陣山田三右衛門
には金１００疋、その外、倅次郎吉や手代、瀬踏、川庄屋たちへも下賜。

原
本

状 1 上１０８

９４
２４

Ｇ
３

文政６年
（１８２３年）

但州村岡山名様大井川御渡
川扣　文政６年未年より已来
此壱帳え記ス　御高６７００石

○金谷宿：平井藤兵衛長富
●記載なし

文政６年より慶応元年までの４３年間に大井川を渉った川越し料金の扣
書。文政６年・天保３・４・１３・１４・嘉永１・２・万延１、文久１・２・３年、慶応１
年の各年の川越し料金を列記する。因みに文政６年の場合は金１００疋、
銀３両・銭９００文とある。

丁数１４枚
原
本

横
半

1 上１０８

９５
３５

Ｇ
３

嘉永２年正月
（１８４９年）・酉

御大名様方大井川御渡川
控帳

○平井藤兵衛
●記載なし

本多隠岐守をはじめ諸大名の大井川渡川に関する控。本多隠岐守の下り
には川越人足７８人、金谷宿本陣河村八郎左衛門外諸役に対しては金３
分９００文、嶋田宿本陣置塩藤四郎外諸役の手当として、金３分９００文、遣
札５５６枚半、代４５貫２１５文。外に、薩州、本国寺、山名靭負、谷播磨、外
同様の記述がある。

村上様姫君
御上りの控を
一紙挿入、丁
数２４枚

原
本

横
半

1 上１０８

９６
３６

Ｇ
３

嘉永２年２月１０日
（１８４９年）・酉

大坂城代内藤紀伊守様御
渡川向控　越後村上御城
主

○（平井藤兵衛）
●（川割　青戸善之助等１０名　川方　大木斧右衛
門）

嘉永２～５年までの金谷・島田宿の川越・宿泊等、通行諸費用を書き上げ
る（内藤紀伊守分）。終りの部分に慶応２年１０月１６日の内藤豊後守の川
越し費用を書上げる。

丁数１８枚
原
本

横
半

1 上１０８

９７
３８

Ｇ
３

嘉永４年正月
（１８５１年）・亥

御大名様方御渡川向控帳
○（平井藤兵衛）
●記載なし

大坂城代土屋采女正様御登の節の控、正月２４日（７６文川）、２分宛：柏
屋より佐右衛門・平内・藤兵衛３人へ、２朱宛：市郎右衛門　外３人へ下さ
れたその覚。外に、土屋采女正様若殿（２月１８日）、薩州様（３月１６日）、
木下備中守様（４月朔日）、谷播磨守様（４月４日）、本多隠岐守様（６月２０
日）等あり、その覚書。

丁数１４枚
原
本

横
半

1 上１０８

９８
３９

Ｇ
３

嘉永５年１０月１６日
（１８５２年）・壬子

嘉永５年御大名様御渡川向
扣　子正月吉日

○（平井長富）
●（各家中・川方）

５月本多伊予守様御下り、同月膳所本多隠岐守様御上り、８月松平遠江
守様御下り、１０月１３日薩州様御下り、同月１６日薩州御女中様御下り、各
家中の浜松～丸子までの道中諸費用の受取の覚。川越賃９０～９４文、瀬
踏２００文、とある。

丁数１１枚
原
本

横
半

1 上１０８

９９
４０

Ｇ
３

嘉永７年正月
（１８５４年）・寅

御大名様方大井川御渡川
扣帳

○（平井藤兵衛）
●記載なし

①備前様御下り（９０文川・２月４日）金１００疋拝領、外に、金２朱１４８文（御
前の割り）、御前向川越札１６８枚、②薩州様御下り（８６文川、２月晦日）金
１００疋、定例として拝領、別段金谷宿４両２朱、５貫３００文、島田宿２両１
分６００文下さる。外に、唐津様・本多隠岐守様・松平遠江守様等の覚書。

丁数１１枚
原
本

横
半

1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

１００
外８７

Ｇ
３

安政５年
（１８５８年）・午

（道中案内図書）
○諸国発弘書林：奥州仙吉・伊勢屋半右衛門外１
６人江戸書林：芝神明前・岡田屋嘉七
●記載なし

江戸日本橋を基点に、東海道筋・甲州筋・中山道筋・奥州道筋　等、道中
案内図で、道中筋の駅・宿屋・国境・一里塚・川名・渡場・関所・距離、支配
者など詳細に記載する。また定宿、定休処については売女・飯盛女などの
情報も記す。

原
本

横
半

1 上１０８

１０１
３７

Ｇ
３

（文久２年）１０月１１日
（１８６２年）・壬戌

嘉永２酉年より薩州様御家中
様方御出入扣帳

○（平井藤兵衛）
●（薩州藩家中名々）

嘉永２年より文久年間までの浜松～駿府の道中諸費用（川越・宿泊　他）
の受取り額を記載する。その中に、瀬踏として２名２両とあり、最後の部分
に「文久２年戌１０月１１日、薩摩藩の小松帯刀様御下り金５８疋」とし、大急
ぎ小人数で通行したとある。

紙数２１枚
原
本

横
半

1 上１０８

１０２
４８

Ｇ
３

慶応２年１月２３日
（１８６６年）・丙寅

下総佐倉　堀田相模守様
○記載なし
●記載なし

堀田相模守が大井川を渡る際に利用した川越し料金の覚。油札４０００枚
の内３３６０枚を使い、残り６４０枚、輦台に５５０枚、半台に１００枚等、下働
きの者までの料金が記されている。金谷・島田両所に支払った金額は６両
１分２朱と３００文となっている。

丁数８枚
原
本

横
半

1 上１０８

１０３
７７

Ｇ
３

明治２年
（１８６９年）・己巳

万得懐記
○東遠金谷宿：平井藤兵衛
●記載なし

賃無賃振分、各所御奉行付き氏名、地方への賃銭明細あり。 丁数１２枚
原
本

綴
り

1 上１０８

１０４
外２１

Ｇ
３

記載なし （各宿間の里程表）
○記載なし
●記載なし

駿洲府中御泊宿田中源左衛門が宿泊客のために出した各宿間の里程
表。府中（静岡）から大坂まで。

原
本

状 1 上１０８

１０５
６３

Ｇ
３

記載なし
品川より大津迄５割増人馬
賃銭書留

○平井藤市（表紙）
●なし

品川より川崎、川崎より神奈川･･････と、大津までの本馬・軽尻・人足の各
賃銭を記載する。因みに島田から金谷へは、本馬１疋１８４文、軽尻１疋１２
０文、人足１人８７文となっている。また金谷から大津迄、金谷から品川まで
の本馬・軽尻・人足賃も記載している。

丁数１１枚
原
本

横
半

1 上１０８

１０６
７２

Ｇ
３

記載なし
御大名様方其外共大井川
御渡川出役見出し帳　但し
御銘々様御国所高付け

○金谷駅本町：平井藤兵衛長富
●記載なし

大井川渡川の諸国大名の名前・国・石高と行き返りを記す。たとえ定式で
なくとも通行の時は川場へ出る事、但し、柏屋の指示を仰ぐこと、諸家名を
記す。藤兵衛隠居して藤太夫へ後代へ譲る。

丁数１６枚
原
本

綴
り

1 上１０８

１０７
６２

Ｇ
３

記載なし （御建宿等勘定書上）
○記載なし
●河野八郎左衛門　青山丹蔵

御立宿２００文、川越４０人酒代２貫文、中瀬居３人３００人、外、勘定書。
原
本

状 1 上１０８

１０８
６１

Ｇ
３

記載なし （人馬賃銭書上）
○記載なし
●記載なし

上り本馬２２４文、上り駆尻１４５文、上り人足１１１文、下り本馬１８４文、下り
駆尻１２０文、下り人足８７文、とある。

原
本

状 1 上１０８

１０９
外２９

Ｇ
４

（明治元年）８月２９日
（１８６８年）・辰

乍恐以書付奉申上候
○嶋田宿問屋：塚本孫兵衛、六郎左衛門
●東京府御会所御役所

御用金５万両、昨２８日金谷宿より島田宿へ継ぎ来たったが、金子１１００両
入りの箱包が破損していた。しかし封印には異常なし。金谷にもこのこと通
知し、藤枝宿へ継ぎ立てした。この件申上げる。

原
本

状 1 上１０８

１１０
外６９

Ｇ
４

明治５年１０月７日
（１８７２年）・申

手形之事
○京都順番定飛脚御中　伊兵衛
●金谷宿御宿方并ニ川方衆中

金２朱、手形にて受取る。
原
本

状 1 上１０８

１１１
外１０６

Ｇ
４

記載なし　２月２７日 日光宮様御通行先御供
覚王院方江御直書注進状１通

○日光御門朱御使　供頭：伊奈喜作
●金谷宿問屋役人中

覚王院方への直書、宿継ぎにて送る件、肝煎も心配は尤もなこと。それで
金５両の入用費で別に頼むとのこと、当方としては何ら別条ないのでこのこ
と申し聞かせて置く。

原
本

状 1 上１０８

１１２
７６

ｉ
１

天保１４年９月
（１８４３年）・卯

諸事手控帳
平井藤兵衛

○金谷駅：平井藤兵衛長富
●記載なし

諸支払いメモ帳、天保末より慶応２年まで記載、慶応２年３月２１日本町権
七方から出火、旅籠１２軒、内大６、小６軒、これへ６０両割賦、大５両２分、
小４両２分、米屋へ５両２分拝借、とある。

丁数７５枚
原
本

状 1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

１１３
外１２１

ｉ
１

記載なし　１２月２９日
・申

覚
○藤兵衛
●宿方

金２両１分・永５９文６分、これは地震の際に拝借し、３ヶ年分受取る。
原
本

状 1 上１０８

１１４
外１２５

ｉ
１

記載なし　１２月２９日
・申

覚
○藤兵衛
●宿方

金１分２朱、永４５文、これ風災の拝借金４ヶ年分、これ受取る。
原
本

状 1 上１０８

１１５
外９８

Ｊ
１

寛政７年
（１７９５年）・乙卯

新刻長 雄商売往来
○長雄東雲
●記載なし

商品商売の心得を訓した教示。 丁数２８枚
原
本

竪
帳

1 上１０８

１１６
７１

Ｊ
１

慶応２年
（１８６６年）・丙寅

十露盤稽古本
○（平井藤之助）
●記載なし

銀・米割り算、永銭金に換算、銀相場・米相場、利息計算などの教本。 丁数１１枚
原
本

綴
り

1 上１０８

１１７
外４

Ｊ
１

記載なし 手本重宝記
○記載なし
●記載なし

手紙の書き方手本、例：年始の書状、久しく逢わないでいる人への書状、
人を振舞う書状とその礼状、３月節句の状、奉公人となる人への状、など返
事をあわせて見本を示す。

表紙欠
原
本

竪
帳

1 上１０８

１１８
外１００

Ｊ
１

記載なし 故事記神代巻
○記載なし
●記載なし

故事記の神代記の浄書、丁数１２枚にわたる、造化３神から始まり、途中中
断の模様。　故事記は『古事記』の誤りか？

丁数１２枚
原
本

竪
帳

1 上１０８

１１９
外８０

Ｊ
２

弘化３年仲秋
（１８４６年）・丙午

女大学宝鑑
○八大屋弥吉（蔵版）
●記載なし

女子の生活のあり方や教えを、貝原益軒が説いた封建制度下の教本。
原
本

版
本

1 上１０８

１２０
外７８

Ｊ
２

記載なし （俳句集）
○記載なし
●記載なし

『俳諧花畠』という俳句集。無題でそれぞれ詠んだものと上の句が決まって
いて、それに続けて詠んだもの。

表紙汚損
原
本

横
半

1 上１０８

１２１
外１７

Ｊ
2

記載なし 益会玉篇大全　九
○記載なし
●記載なし

漢和辞典。
原
本

竪
帳

1 上１０８

１２２
外８１

Ｊ
2

記載なし 推古便覧
（干支早見表）

○平井藤兵衛長富
●記載なし

享徳元（１４５２）年～天保１４（１８４３）年までの干支・年号の早見表。６角形
の図表印刷物。

原
本

図
表

1 上１０８

１２３
外８５

Ｊ
２

記載なし 論語朱熹集註序説
○河村千十郎（所有）
●記載なし

論語の教科書か、細かく読み仮名が施されてある。「ろんご」を「りんぎょ」と
している。

原
本

活
版

1 上１０８

１２４
６９

Ｊ
３

宝暦１１年６月
（１７６１年）・辛巳

道中記
○（平井藤兵衛）
●記載なし

東海道：大坂ー京都ー品川迄、東山道：中山道・木曽街道の本陣とその名
前（島田宿＝置塩、金谷宿＝柏屋八郎左衛門）、次宿への里程、その他
土地の名物等が記載される。外に、中国街道、伊勢参宮道もあり。さらに
大坂ー伏見の船賃、各宿間の河川の渡し賃なども記載。

原
本

横
半

1 上１０８

１２５
外８４

Ｊ
３

嘉永２年４月
（１８４９年）・巳酉

武家泰平一覧二篇
○好古斉主人編輯、一猛斉芳虎画　藤英堂梓
●記載なし

鎌倉時代より戦国時代（永禄年間）までの武将を列記している。源頼朝が
石橋山で挙兵して、平家滅亡、源頼朝が天下を治めてから３代実朝になっ
て、北条氏が台頭、９代で滅び、足利氏と新田氏の合戦、応仁の乱、その
後永禄年間まで３９０年余の興廃を記載する。

原
本

竪
帳

1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

１２６
外６

Ｊ
３

記載なし 合褄雲峰亭埜
後編上之巻

○南仙笑楚満人　著
●記載なし

江戸の読本、内容略。
原
本

竪
帳

1 上１０８

１２７
外１４

Ｊ
３

記載なし
はうた　どどいつ　大津絵

稽古本
○記載なし
●記載なし

省略
原
本

竪
帳

1 上１０８

１２８
外４９

Ｊ
３

記載なし 商売往来絵字引
○（遠江国榛原郡金谷宿米屋：平井藤次郎衛所
有）
●記載なし

絵入り字引書で、幼児から大人まで広く庶民や各職業・商売上にも用いら
れた。

丁数３１枚
原
本

竪
帳

1 上１０８

１２９
外９１

Ｊ
３

記載なし
新版花雲佐倉曙惣五郎住
家段　竹本なが登太夫草

○大坂加嶋清助　本屋清七、綿屋喜兵衛、同出
店
●記載なし

佐倉惣五郎の強訴事件を題材にした義太夫の台本である。浪波の竹田正
兵衛筆の台本で、竹本重太夫の門人、竹本重登太夫の浄瑠璃で語ったも
のでは？

原
本

竪
帳

1 上１０８

１３０
外９５

Ｊ
３

記載なし 園むすめさうし
○仙果作、国輝画　松林堂出版
●記載なし

前編の続きで、江戸時代の町人の娘の心情を中心に展開する物語。最後
はめでたしめでたしで終る。

原
本

竪
帳

1 上１０８

１３１
外９６

Ｊ
３

記載なし （人情本）
○福亭三笑作　一猛斉芳虎画
●記載なし

前編の続きで、江戸時代、娘と母親、外登場人物多数、表紙は色刷りされ
ている。

原
本

版
木
本

1 上１０８

１３２
外９７

Ｊ
３

記載なし 佐倉惣五郎　詮議
○鶴東　作
●記載なし

佐倉惣五郎の「詮議」の台本、場面は「子別れの場」、「渡しの場」における
詮議。

原
本

竪
帳

1 上１０８

１３３
７３

Ｋ
１

元禄９年
（１６９６年）･丙子

法華経音義字引目録角引
○大坂安堂寺町心斎橋筋大埜木市衛板行
●記載なし

教典を読むための字引書。各文字を画数にして分類している。
原
本

小
帳
面

1 上１０８

１３４
外９９

Ｋ
１

記載なし
日蓮聖人御法海

鵜網石雀東
○記載なし
●記載なし

信者の唱える日蓮宗の教本、甲州生沢（石沢）の鵜網石とある。
原
本

竪
帳

1 上１０８

１３５
外７

Ｋ
２

（文化元年）
（１８０４年）

中興永世年代重宝記
○記載なし
●記載なし

大平武将年鑑（源頼朝から徳川家斉までを列挙）、外に十二支における年
中行事あり。裏面には「永代万宝新雑書」があり、年中縁起日を示す。

原
本

状 1 上１０８

１３６
１５

Ｋ
２

慶応３年８月２０日
（１８６７年）・丁卯

（印鑑表・裏文字の写し）
○（呉服町:三村屋治左衛門）
●御世話方：真勝寺・福泉寺

駿府２８日講中、六条御殿参詣の折の定宿差出の手形。
原
本

状 1 上１０８

１３７
７４

Ｋ
２

記載なし 男女一代灸いむ日そろい
○記載なし
●記載なし

①十二支生まれの人の忌む日を列挙している。（例：丑年生まれの人は２
月虎日に「らいびょう」となるなど。②食合わせの例を記す。（例：とじょうとう
ふははらいたみとなる　など）、③食合わせいろはうたを短歌風にして戒め
ている。

丁数１２枚
原
本

竪
帳

1 上１０８

１３８
８

Ｋ
２

記載なし （大井川流域絵図）
○記載なし
●記載なし

大井川流域、川根付近の絵図。山・水・河原・平地・道を色付きで描いてい
る。

サイズ２２．５
×３０．５ｃｍ

原
本

絵
図

1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

１３９
外７７

Ｘ
天保３年１２月
（１８３２年）・辰

御祝儀
○たき
●記載なし

中川喜作外１３件あり。
原
本

綴
り

1 上１０８

１４０
外２７

Ｘ
天保８年８月３０日
（１８３７年）・丁酉

祝儀物至来扣帳
（出産祝い）

○平井静三郎（表紙）
●なし

女児出産祝いとして、同業者等２１軒からの品物を記載する。生着、鰹節
が多い。

丁数５枚
原
本

横
帳

1 上１０８

１４１
外１３

Ｘ
天保９年５月

（１８３８年）・戌
初節句祝儀物受納扣帳

○平井静三郎（初節句当事者）
●なし

平井静三郎初節句の祝儀扣。布綿反物、小豆１升、など各種祝儀の控。 丁数４枚
原
本

横
帳

1 上１０８

１４２
外６０

Ｘ
天保１０年１１月
（１８３９年）･亥

祝儀物至来扣帳
○平井静三郎（３歳）
●記載なし

各種祝儀６５件。
原
本

横
帳

1 上１０８

143
外１２

Ｘ
天保１３年１１月１５日

（１８４２年）・寅
祝儀物控帳
（かだ3才祝）

○記載なし
●記載なし

かだ　３才の祝の祝儀控、相良の紋十より木綿嶋着物のほか、各所よりの
祝儀控。

丁数２枚
原
本

横
帳

1 上１０８

１４４
外６１

Ｘ
弘化２年１１月
（１８４５年）・巳

祝儀物至来扣帳
○平井静三郎（９才）
●記載なし

袴地１丈３尺　相良金十より、外６０件。
原
本

横
帳

1 上１０８

１４５
外３８

Ｘ
嘉永４年１１月
（１８５１年）・亥

元服祝儀物扣帳
○静三郎改め平井石郎、同快作９才、きん３才
●記載なし

元服に付き、祝儀肴代等支払い、また祝儀至来の明細４６点。
原
本

横
帳

1 上１０８

１４６
１４

Ｘ
嘉永７年５月

（１８５４年）・寅
売渡申土蔵之事

○売主：弥右衛門、外３名
●米屋藤兵衛

土蔵一ヶ所、これ代金２両２分（外に１分は取得分）で売渡す。これは親戚
相談の上である。

原
本

状 1 上１０８

１４７
外１１

Ｘ
安政３年９月２８日

（１８５６年）・辰
嫁入祝儀扣帳

○平井かだ・つせ
●記載なし

①かだの嫁入りの祝儀の扣、各種祝儀の外に、諸所への支払い明細を記
載。②平井藤之助９才の祝の祝儀の扣。③平井つせ（慶応元年１２月２１
日）の嫁入り祝儀物扣帳には祝儀の明細記載あり。

原
本

横
帳

1 上１０８

１４８
７８

Ｘ 記載なし　９月２日 書簡
○竹屋圓蔵
●米屋藤一郎

はるが貴家へ戻る気持ちはない。意見したが聴かず仕方ないので、親類と
相談の上離縁して頂くことになす。カサヤ町の竹惣さんに仲介役を依頼す
る。

原
本

状 1 上１０８

１４９
外３５

Ｘ 記載なし 目出度
（表紙は白紙）

○記載なし
●記載なし

出産祝いの品（生着等の反物）、２１軒分が記載される。綴じ紐に水引きを
使用。

丁数５枚枚
原
本

横
帳

1 上１０８

１５０
７９

Ｘ 記載なし （米屋藤兵衛家間取図）
○（金谷宿南側上の米屋藤兵衛）
●記載なし

表入口より裏屋間際まで２５間。
原本は平井
宅に返還

コ
ピ
ー

絵
図

1 上１０８

１５１
外６７

Ｙ
文政７年

（１８２４年）･申
合褄雪降亭埜

後篇下之巻
○編者：南山笑楚満人
●記載なし

梅川と忠兵衛の人情話。
原
本

版
木
本

1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

１５２
外９４

Ｙ 記載なし
増続大広益会玉篇大全七
尽

○記載なし
●記載なし

部首別に分類、その字の旁の画数別に表記する。読み、意味等を表記し
た辞書。難読字典の類か？

原
本

竪
帳

1 上１０８

１５３
外７０

Ｙ 記載なし （百人一首）
○記載なし
●記載なし

百人一首が下半分に書かれ、上段には人一生の祝儀、やまと言葉、「の
し」のどの折形、外、女性の嗜みなど種々ある。寺子屋などの手本か？

汚れが目立
つ

原
本

竪
帳

1 上１０８

１５４
外６６

Ｙ 記載なし 難花講定宿帳
○記載なし
●記載なし

東海道･中山道・善光寺道・奥州街道・伊勢街道・紀州街道など、多方面
にわたり旅の休憩所と宿泊所を明記している。いわば旅のガイドブック。

版木本
原
本

横
半

1 上１０８

１５５
外６５

Ｙ 記載なし
義経千本桜　魚鮓屋　重

登三段目
○竹本重太夫門人 竹本重登蔵
●大坂船町加嶋屋清助

義太夫　義経千本桜　鮓屋の場の台本。
原
本

竪
帳

1 上１０８

１５６
外５８

Ｙ 記載なし 西洋語
持主：平井藤四郎

○東京書林回春楼版　吉田先生著　浪花町　小
林喜右衛門発売
●記載なし

和英辞典（ポケット版）、凡例の部分は縦書きで左から右へ読み、本文の
部分は横書きで、上部に平がな、下部に英語の発音を、カタカナで記して
いる。

原
本

横
帳

1 上１０８

１５７
外３３

Ｙ 記載なし
正風挿花衣香　後篇
四季混雑二百三十図

○貞松斉米一馬（蔵板）
●記載なし

押し花の手本、花の種類別の生け方など。
原
本

竪
帳

1 上１０８

１５８
外３２

Ｙ 記載なし 一筆啓上「早引用文標目」
○記載なし
●記載なし

年始の文、節句・祭日の招待文、婚礼の祝儀文、金子借用證文、関所證
文など１０３例の手本集。

原
本

竪
帳

1 上１０８

１５９
外４３

Ｙ 記載なし
忠孝末広扇

全２冊
○福亭主人
●記載なし

智仁勇の三徳を備えた勇者の絵草子。表紙画あり。 版木本
原
本

横
帳

1 上１０８

１６０
外１０

Ｚ 記載なし 接木さし芽の薬
○記載なし
●記載なし

青葉の藿香（くはっこう）１両蓮肉、半両人参５分の３種を粉にして溶き接き
穂の削ぎ目に塗れば接合さる、とある。

原
本

状 1 上１０８

１６１
外３１

Ｚ 記載なし （宿札）
○記載なし
●記載なし

駿府28日講定宿。
原
本

状 1 上１０８

１６２
８０

Ｚ 記載なし 家紋
○記載なし
●記載なし

紋印（提灯に貼って外部によく見えるようにする）。
原
本

状 1 上１０８

１６３
１９

Ｚ 記載なし （十五日相場毛引）
○記載なし
●記載なし

記載事項なし
原
本

状 1 上１０８

１６４
外１３０

Ｚ 記載なし 断簡
○欠
●欠

省略
全１２点の
内、横帳１点

原
本

状
・
横

12 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

１６５
１０

Ⅰ
２

（明治８年頃）
（１８７５年）

榛原郡・佐野郡・城東郡・山名郡

毎区村帳
○金谷駅：平井藤一郎（表紙）
●記載なし

第３大区＝榛原郡・城東郡・佐野郡・山名郡の全村名と各小区別の戸数が
記載される。

丁数１０枚
原
本

横
半

1 上１０８

１６６
外８８

Ⅰ
３

記載なし 会議章程
○静岡県
●１４番議員：平井藤一郎

会議の章程、第１章：総則より始まり、第７章：選挙法までの諸規程、平井
藤一郎は当時１４番議員であった。

活字印刷
原
本

竪
帳

1 上１０８

１６７
外１１６

Ⅰ
４

明治１２年６月７日
（１８７９年）

（宿会議員当撰状）
○金谷駅：戸長役場
●平井藤一郎

この当選状の外に、明治１４年９月１９日付けの平井藤一郎宛の町会議員
当選状が、同一封筒に入っている。

原
本

状 2 上１０８

１６８
外１３２

Ⅰ
６

明治６年１２月２８日
（１８７３年）

当酉御年貢割付
○金谷町
●本町：平井藤一郎

高４斗５升８合（新畑）、差地引き１斗９升８合、残り２斗６升、この取米４升７
合、外に出目口米あり、納合５升１合、この代金２６銭２厘９毛、外に入用、
山役あり、２８日皆済。

原
本

状 1 上１０８

１６９
外７９

Ⅰ
６

明治７年１２月２９日
（１８７４年）

当戌御年貢割付
○金谷宿
●本町：藤一郎

高４斗５升８合、この取米４升７合、外に４合、納合５升１合、この代金４４銭
７厘３毛、以上皆済。

原
本

状 1 上１０８

１７０
外１０９

Ⅰ
６

明治９年９月
（１８７６年）･亥

亥改正地租并諸費割付
○金谷宿
●本町：平井藤一郎

高金５１円７２銭８厘、納金1円５５銭２厘、これより差し引き金８２銭の貢租不
足、とある。外に、「当亥貢租見込割付」を綴込み。

原
本

状 1 上１０８

１７１
外８６

Ⅰ
６

明治９年12月２８日
（１８７６年）

当九年貢并村費割
○金谷宿
●本町：平井藤一郎

高金５１円７２銭より、この納金１円55銭2厘、外に、入費１戸４人分も加え
る。合計＝金１円６６銭５厘受取る。外に、「９年貢租残り」も綴じこむ。

原
本

状 1 上１０８

１７２
外９

Ⅰ
８

明治７年４月２４日
（１８７４年）・戌

（大井川渡船架橋に関わる
状）

○浜松県
●平井藤一郎

大井川に関する渡船架橋（川に船を多数並べて橋替わりにしたもの）の申
付書、事務区長の指図に従え、とある。

原
本

状 1 上１０８

１７３
外１５

Ⅰ
11

明治１３年８月１３日
（１８８０年）

（旅費支給）
○陸軍省会計局
●名古屋鎮台歩兵第６連帯第１大隊第３中隊歩
兵　后藤庄助

処期満期帰隊の申しつけは名古屋鎮台迄。金２２銭、これは金谷宿から日
坂宿までの人力車代。

原
本

状 1 上１０８

１７４
外２３

Ⅱ
１

明治９年
（１８７６年）･丙子

雑事簿（地租改正関係文書）
平井

○記載なし
●記載なし

地租改正に関して１５小区より２６小区迄の通達順路を明示、（例：４月１５
日地券状８３枚、２６小区水川村に渡す。１６日・同・７１枚上長尾村）､明治
９年１月、第３号を以って、地租改正徴収期限･･････、明治１０年７月１４
日、右大臣岩倉具視、とある。

原
本

綴
り

1 上１０８

１７５
外６３

Ⅱ
６

記載なし （雪隠・廊下諸色明細）
○記載なし
●記載なし

雪隠＝桁行８尺・梁間４尺５寸、廊下＝桁行２間４尺、梁間３尺５寸。柱・
桁・框等の材料の材料寸法・本数明細。

原
本

綴
り

1 上１０８

１７６
外３

Ⅱ
７

明治８年１月
（１８７５年）

雑書簿
金谷駅:平井長睦

○記載なし
●記載なし

大井川からの揚がり金：明治７年１月～１２月、総計金１５７７円８２銭１厘１
毛、明治８年１月～１２月、各月ごと記載、総計記載なし、明治９年１月～２
月の記載あり。

原
本

横
半

1 上１０８

１７７
外２

Ⅱ
７

明治１７年５月
（１８８４年）

雑記帳
平井

○静岡県下遠江国榛原郡金谷宿：平井藤一郎
●記載なし

横浜茶店（横浜内１４店列挙）、横浜運送問屋（４軒、船記載）、外　色々。
原
本

横
半

1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

１７８
外１

Ⅱ
７

明治２１年１０月
（１８８８年）

売買扣帳
○記載なし
●記載なし

あちこちより、米（白米・玄米・糯米・新米･古米）を入手したが、それを売人
（屋号ともに）ごと、月日順に記載している。

原
本

横
半

1 上１０８

１７９
外７４

Ⅱ
７

明治４３年１２月２１日
（１９１０年）

記（受取証）
○木倉屋
●藤兵衛

酒代７円５０銭受取り。
原
本

状 1 上１０８

１８０
外７５

Ⅱ
７

明治４３年１２月２１日
（１９１０年）

記（受取証）
○登屋商店
●平井藤一郎

生さば３５本代金：５円２５銭の受取り。
原
本

状 1 上１０８

１８１
５７

Ⅱ
７

記載なし　７月７日 （宿泊人名簿）
○記載なし
●記載なし

東京南新川10人、南新川５名、北新川１１名、南新堀２名、南茅場町７名、
これら宿泊人の姓名を列記している。

原
本

状 1 上１０８

１８２
５４

Ⅱ
７

記載なし　５月晦日 記
（宮内省への荷物受取りの事）

○日坂駅
●記載なし

東京宮内省より西京同省へ、「琉球関係物１（木札・帳物）」、代金３両２朱・
４６０文、これ受取る、とある。

原
本

状 1 上１０８

１８３
外６８

Ⅱ
７

記載なし　１２月２１日 記
○梅のすし
●村松

代金１円４４銭、これを受取る。
原
本

状 1 上１０８

１８４
外５６

Ⅱ
７

記載なし　１２月２１日 記
○福一
●平井

料理代金２１円７９銭の受取り。
原
本

状 1 上１０８

１８５
外５５

Ⅱ
７

記載なし　１２月２８日 記
○中村屋
●米藤

亀印醤油１本、淡醤油５合、この代金４９銭受取る。
原
本

状 1 上１０８

１８６
外７３

Ⅱ
７

記載なし 竹直段記憶
○記載なし
●記載なし

竹の寸法、数量、値段を記載する。例：８寸１束２本・１円に付き２把半５本、
１本当たり２０銭、小売２３銭。外に、７寸、６寸、5寸、４寸のものの直段を記
している。

原
本

横
半

1 上１０８

１８７
外３９

Ⅱ
８

明治８年５月
（１８７５年）・乙亥

文明講雑費記并入社手続
規則共

○記載なし
●記載なし

明治８年頃、東海道丸子宿より浜松宿にかけて、「文明講」と呼ばれた結社
のごときものがあった。講の一種で、非常見舞いの節は、本宿では１円、間
の宿ではその半額の見舞金を提供した。文明講が世の中の変化に対応す
るための改正案も記載される。定宿経営の安定化を図ったものか？

原
本

綴
り

1 上１０８

１８８
外５３

Ⅱ
８

明治９年六月
（１８７６年）・丙子

願書
○金谷宿上ノ米屋事　平井藤一郎
●東本山国恩講御詰御中

この度諸国旅籠屋中、国恩講の定宿看板を取り付けた。我が旅籠屋も定
休泊所として定めていただき、「定休泊所」の看板を渡してもらいたい。客
を大事に扱う旅籠としてお世話したい、との申込願書。

原
本

竪
帳

1 上１０８

１８９
外５４

Ⅱ
８

明治１４年
（１８８１年）･辛巳

開　一新講社
○東海道金谷宿小澤や市郎右衛門（表紙）
●記載なし

明治６年３月に「一新講社」の理念を記した提言をもとに、定宿が連携して
助け合いの講を立ち上げた。島田宿は中島屋、白木屋、いせや、金谷宿
では小澤屋がこれに入っている。大井川に付いては、「一里、端、大水の
節は舟渡し」とある。

原
本

横
半

1 上１０８

１９０
外６４

Ⅱ
８

昭和１１年１２月４日
（１９３６年）

債権證
○星製薬株式会社
●平井きぬ

昭和１１年１２月４日発行の星製薬株式会社強制和議債権証、任務断行証
書、星協力商品券各１枚　計３枚。

原
本

厚
紙

3 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

１９１
外５２

Ⅱ
８

昭和１１年１２月４日
（１９３６年）・丙子

（證券３通）
○星製薬株式会社長：星一
●平井藤一

星製薬ＫＫの強制和議債権證、任務断行證書、星協力商品券。
原
本

厚
紙

3 上１０８

１９２
外１１４

Ⅱ
８

記載なし 当座記憶臆
○記載なし
●記載なし

・紙幣１　金４２円也、２５年１月改め、・銀貨１　金５円也　１包　同渡、･同１
金５円也　１包、同渡　１　古文銀　６ツ　１　１円銀貨　１ツ、以上の記載が
あり。

「外２１５」と関
連文書か

原
本

状 1 上１０８

１９３
外１１５

Ⅱ
８

（明治３６年）２月５日
（１９０６年）

（金銀貨売り渡の覚）
○記載なし
●愛知県渥美郡豊橋:樅山末鞍（古金銀刀剣蒔絵物美
術商

古１分銀４個～代金１円２０銭、など金銀の貨幣替え、計金４円７０銭５厘、
これを売渡す。

「外２１４」と
関連文書か

原
本

状 1 上１０８

１９４
５２

Ⅱ
９

（明治５年）５月２日
（１８７２年）・申

記
○島田駅　陸運会社
●記載なし

油代包御状１通、人足賃銭後払帳１冊、東京本寮宛、大阪駅逓寮出張所
より。

原
本

状 1 上１０８

１９５
外５７

Ⅱ
９

明治６年１月２日
（１８７３年）・癸酉

記
○日坂駅陸運会社
●金谷駅名主：下嶋仁義

静岡県庁の書付１通、振替帳１冊、金１９両２分と銭６９８文、白木箱入りで
これを受取る、とある。

原
本

状 1 上１０８

１９６
外１８

Ⅱ
９

明治１０年４月
（１８７７年）・丁丑

諸費手控
会計雑事簿　平井

○記載なし
●記載なし

明治１０年４月３日より１２月２８日までの、主として郵便関係の経費を記録し
た綴り。この間の郵便受取り高は、金６５円で、その内訳が記載される。続
いて明治１１年１月４日から７月２６日までの関係諸経費が記される。

原
本

綴
り

1 上１０８

１９７
５３

Ⅱ
９

記載なし　１月２６日 記
（御用物の件）

○嶋田駅陸運会社
●記載なし

滋賀県の本庁より東京の出庁へ「御用物（木材と油紙）代金２０両１分３朱・
６０４文、これ受取る」。

原
本

状 1 上１０８

１９８
５６

Ⅱ
９

記載なし　６月１３日 記
（大蔵省への荷物受取）

○嶋田駅陸運会社
●記載なし

京都府駅逓掛より東京大蔵省へ帳面２冊を油紙に包んで送り、これ確かに
受取った旨の書状。この内一つは大いに痛んでいる。金３両３分２朱･銭６
６９文。

原
本

状 1 上１０８

１９９
５５

Ⅱ
９

記載なし　６月２７日
記

（電信器機御用の件）
○日坂駅陸運会社
●金谷宿陸運会社

電信寮様より豊橋電信局様へ、１、器機御用物１棹御用状の通り、賃銭帳
１冊、同帳１冊、金４両・２２８文。

原
本

状 1 上１０８

２００
外１６

Ⅲ
１

明治３７年２月２２日
（１９０４年）・辰

金谷町奉公会収支明細報告
書

○金谷町奉公会会長　金谷著町：金原三保作、
外
●記載なし

明治３７年２月２２日から明治４０年９月１日までの金谷町奉公会収支明細
報告書：収入＝５２６０円３９銭７厘、支出＝５０４６円１９銭１厘　収支差引＝
２１４円２０銭６厘。

原
本

状 1 上１０８

２０１
外２６

Ⅲ
７

明治１１年１２月３０日
（１８７８年）

類火見舞扣
○記載なし
●記載なし

①類火による見舞い、横町竹内庄兵衛より飯２重の外、各方面よりの見舞
い扣、②明治１２年１月、普請雑録（類火の翌年）、③地元衆よりの類焼人
へ見舞金割賦扣　④大工孫吉請負手間扣、以上４通を綴じこむ。

丁数１４枚
原
本

横
帳

1 上１０８

２０２
外５

Ⅳ
３

明治３６年１０月２９日
（１９０３年）・未

神輿渡御行列記
○巌室神社祭典行列掛：本町中組
●記載なし

巌室神社祭典の神輿渡御の両鉄順序を記載。
原
本

横
帳

1 上１０８

２０３
外２０

Ⅳ
４

記載なし
静岡県榛原郡金谷町全略
図

○記載なし
●記載なし

凡例付き。
原
本

絵
図

1 上１０８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

２０４
外２８

Ⅳ
５

記載なし 百人一首
○記載なし
●記載なし

明治３２年１０月、金谷町平井きほ、と、表紙に書き込み。
原
本

竪
帳

1 上１０８

２０５
外３６

Ⅳ
５

昭和１３年１０月２６日
（１９３８年）

広東方面詳細図
○内閣印刷局
●記載なし

「週報」第１０６号付録。
原
本

絵
図

1 上１０８

２０６
外５０

Ⅳ
６

明治１７年６月１日
（１８８４年）

かたばみ紋（表紙）
新富座座主外出演者（裏表紙）

○記載なし
●記載なし

芝居のパンフレット、芝居「桶狭間鳴海軍談」と「極付播随院長兵衛」の役
名と役使者名、それに主な場面が画かれたもの。

原
本

版
木
刷

1 上１０８

２０７
外３０

Ⅳ
６

記載なし （古流遠州）
○平井（表紙）
●記載なし

古流遠州（華道の流儀の一つ）越後産　当時駿府御器屋町一陽家　星野
杜邑による手本図。

丁数１５枚
原
本

綴
り

1 上１０８

２０８
外６２

Ⅴ
３

明治１２年１２月２８日
（１８７９年）

祝儀物受納記
○記載なし
●記載なし

「さす１尾、小林清五郎」　外　４０件を列挙する。
原
本

横
帳

1 上１０８

２０９
外８

Ⅴ
３

明治４５年１月
（１９１２年）

諸会計記
○記載なし
●記載なし

明治４５年１月より記録した家計の綴り、１月１６日より大正元年１２月（７月よ
り改元）までの収入。例金谷共栄銀行株式配当金等を記録。一方出勤の
部は、１月２３日より１２月までの支払い金額（例：２円５０銭、火事雑費）など
記録してある。明治４５年の家計の内容が分かる。

平井海平が
記録したも
の

原
本

綴
り

1 上１０８

２１０
外８９

Ⅴ
４

明治４５年
（１９１２年）

雑録日誌
平井藤一郎

○記載なし
●記載なし

明治４５年度における記録・日誌・雑感を記録、１月１日より書き始め、１１月
中旬までの日記として詳細の記事となっている。明治末期のくらしがわか
る。

原
本

竪
帳

1 上１０８

２１１
外７１

Ⅴ
４

記載なし　１２月１１日 書状
○掛川高田村：嘉三郎
●金谷宿：米屋藤一郎

過日の手紙のこと、親類に相談し、すぐに森町へ連絡した。９日過ぎは不
都合なので１２月２４日・２５日の両日には森町の親類が金谷まで伺う。その
節お話する。

原
本

状 1 上１０８

２１２
外１２９

Ⅴ
６

省略 地形図
○省略
●省略

省略
原
本

絵
図

2 上１０８


